
おりおりの山（第 61 回） 2014 年 11 月 3日 

 
作者プロフィール 

柚木 文夫氏 

千葉県隊友会会員 習志野支部長 桧町陸幕 平成 2 年退官 1958 年防衛大学卒 

元防大山岳部監督 現自衛隊山岳連盟会長 
 

 １１月中旬、地元出身の友人に案内され

て、 いわき・二 ツ箭山（ ７１０㍍） に出 か

けた 。低山なが ら、険し い岩峰で人 気の 山

である。  

 い わ き中央で 高速を下 り、登山口 の 根 本

集落 に車を停め た。家々 の庭先の枝 成り の

柿の 実が日に映 えて美し い。正に秋 本番 で

ある。  

 集 落 の外れに は古びた 修験堂があ る。 月

山と か湯殿山と いった名 前の峰々が ある と

ころ から見ても 、ここは 東北の出羽 三山 を

模した古くからの山岳修験場らしい。  

 御 神 体滝で、 形ばかり のミソギを して １

１時 出発、御滝 沢に沿っ て月山新道 を登 っ

た。 ２０分程で スギ林が 雑木林に変 わり 、

アキ レス腱の痛 くなるよ うな急な登 りが 始

まる。１２時頃、ようやく尾根筋に出ると、

いよ いよ岩場の 登りが始 まる。岩盤 の一 つ

一つ が大きくて 亀裂も見 つからず、 手が か

り 足 が か

り を 探 る

の に 結 構

神 経 を 使

う。  

 １ ２ 時

半、月山頂

上 に 到 着

し大休止。

巨 岩 の 積 み 上 が っ た 狭 い 頂 上 に は

石祠があり、殊勝にお賽銭をあげて

拝礼したことだった。  

 頂 上から見渡せば、阿武隈の山並

みが畳々と連なっているが、山の名

前は不勉強でよく分からない。大滝

根 山 だ け は 山 頂 の 航 空 自 衛 隊 サ イ

ト の レ ー ダ ー ド ー ム で そ れ と 確 認

出来た。  

 １ ３時、やおら腰を上げて二ツ箭

山に向かい尾根道をたどる。１３時

１５分、二ツ箭山頂（湯殿山）の三

角 点 標 に 難 なく 到 着 した 。 し か し、

この後の修験台、女体山、男体山と

続 く 稜 線 伝 い が 、

な か な か の 難 物

である。大きな岩

盤 の 登 り 降 り の

連続に、結構緊張

させられる。所々

に ク サ リ が 設 け

てあるが、支点の

な い ク サ リ が た

だ ぶ ら 下 げ て あ

る だ け で 頼 り な

い。  

 そ し て 最 後 の

男 体 山 か ら の 下

降に、高低差３０

㍍ の 大 ク サ リ が

待っていた。我々

の 前 に 大 人 数 の

オ バ サ ン 連 の 団

体 が 頑 張 っ て い

て、順番待ちにす

っ か り 時 間 を 取

ら れ て し ま っ た 。 

 お か げ で 根 本

の 駐 車 場 に 帰 り

着 い た の が 日 も

翳っ た１６時半 。ともあ れ、手応え 十分 の

岩峰歩きを満喫した一日だった。  
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